












































































































































































































































































































































































































































































































0 ２0 ０ １ １ １ ０、 １ １０ Ｕ
5４－
追善独吟の助動詞は例えば「きえぬ爾月」、「とりし硯」、「な
みだをながすらん」、「す賀しき世界制引月則口、「何札牝なげく
べき」、「軒端の雪と人もきえ司引」、「なきしす上目瞳ぬる」、
「今は得ね副せんぼう」、「露の身のじゃくは雨じゃと」等のよう
な文語のものである。それに対し「清十郎ついぜん」の助動詞は、
例えば、「ういわざだ」、「豆腐うろくい見せ」、「暦のやうな
文」、「のつちめた舟」、「かすまない」のような口語のものと、
「きへやら訓」、「止卿引刎、くどく劇刈」「侍ぬる夕募」、「し
やばけたる雪」、「しもときしふんどし」、「牛を引くなり」等の
よ
う
な
文
語
が
あ
る
。
「
清
十
郎
つ
い
ぜ
ん
」
の
「
だ
、
く
い
、
な
い」は東国語をあらわす助動詞であり、「た、たい、やうな」は東
国語とは限らない一般の口語の助動詞である。このような東国語、
口語の助動詞は、助動詞全体の畠七％にあたり、助動詞の約半数を
占める。追善独吟にはこのような特色は全くない。「そる、じゃ」
が
各
一
語
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
京
詞
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら、「清十郎ついぜん」の句作りに、かなり自在に口語がとり入れ
られ、それに「やつこはいかい」としての東国語的特色をもりこも
う
と
し
て
い
る
態
度
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
助
動
詞
の
み
な
ら
ず
、
動
詞
の
語
鍵
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
こ
とである。動詞総数畑語中接頭辞を有し、靴音化したものが約旧％
ある。追善独吟では「うち習ふ、とりつむ、うちくもり」の三語のみ
であり、それと比較すれば、「清十邸ついぜん」に口語化の現象が
強く見られるのである。（追善独吟の三語のうち一語は「うちくも
り也」という名詞形である。）「清十邸ついぜん」の接頭辞のつい
士
形
の
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
、
（
）
中
の
語
は
類
船
集
の
付
合
の
語
、
ま
た
は
類
船
集
中
の
語
で
あ
る
。
）
側
「
・
つ
つ
－
、
っ
ん
－
５
語
、
つ
っ
と
ぶ
（
飛
１
壁
）
、
っ
っ
立
（
春
）
（
立
春
）
、
っ
っ
さ
か
ふ
（
栄
１
国
、
家
）
、
っ
ん
も
る
（
編
Ｉ
水
）
、
っ
ん
残
る
。とつ－２語、とっちめる、とつつく、
。
う
ち
１
う
つ
ち
１
２
語
う
ち
ぬ
め
る
（
ぬ
め
り
）
、
う
っ
ち
ゃ
る
、
・
ぶ
つ
１
ぷ
ん
１
５
語
ぶ
つ
き
れ
る
（
き
れ
ぬ
小
刀
）
、
ぶ
ん
同
居
、
ぶ
ん
の
ぼ
る
（
脊
十
１
月
）
、
ぷ
ん
で
る
ぶ
ん
の
る
全
米
ｌ
船
）
・
ひ
つ
１
２
語
ひ
つ
ぞ
引
ひ
っ
契
る
（
塑
十
１
文
、
い
も
せ
）
・
か
ん
１
１
語
か
ん
な
く
（
啼
）
。
ま
’
１
語
ま
く
ろ
ふ
（
唯
）
・
お
つ
ち
１
１
語
お
つ
ち
な
ふ
・
し
や
１
１
語
、
し
や
ば
け
（
た
る
）
（
し
や
つ
つ
ら
－
名
詞
）
」
そ
の
他
の
動
詞
は
㈲「㈹ほゆろ（吠）、ほざく、ほへ（た）、ねまる、にじる、
ひ
か
ら
め
く
、
の
つ
ち
め
（
た
）
、
だ
す
、
で
る
、
ふ
り
で
（
た
）
、
（
降
出）、いぶす、いけ（ない）、すい（た）、のめり出、明ろ、あけ
ろ、」これらの語の用例は、「おなつの空に団刷引創郭公」、「名残おし
いと倒矧「ｄたわれ女」、「夜ひといほへた松虫の声」、「端居にれ
まり呑は大酒」、「霞そめてや旧引３千話文」、「池の面にてる夕
月の引刑凶切醐割」、「どっと入神に四列割醐た舟」、「豆腐うろく
い見せを出訓袖」、「是もふりでた春の長雨」、「喰どｈ州ない焼
立の食」、「それすいた吹尺八や止ぬらん」、「ふらノーと市のか
5５
りやをのめり出」、「六条の宿のと明ろ髪あけろ」であり、凶の接
頭辞化の動詞とともに俗語的口語体の動詞である。
日
「
何
澄
（
月
澄
）
、
呑
（
呑
ｌ
酒
）
引
く
（
引
く
）
、
き
え
や
ら
（
ず
）
（
消
え
ぬ
雪
）
、
て
る
（
照
且
）
狂
（
狂
）
、
打
（
打
）
吹
く
（
欧
ｌ
笛
、
吹
笛
）
、
霞
（
霞
）
望
む
（
望
１
官
位
、
名
人
の
芸
）
、
う
つ
る
（
移
）
、
か
わ
る
（
替
）
、
か
く
（
か
く
ｌ
瘡
）
、
犬
ふ
く
（
扣
１
戸
）
よ
ぶ
（
坪
－
友
千
鳥
）
よ
び
う
け
（
た
）
（
呼
）
、
読
む
（
読
、
読
歌
）
、
か
へ
す
（
返
す
衣
）
飛
お
り
る
（
飛
１
偽
）
、
と
く
（
解
Ｉ
下
紐
）
、
く
だ
す
（
下
１
腹
出
、
置
あ
へ
（
ず
）
（
粧
霜
）
、
は
や
り
出
（
は
や
る
－
今
様
）
、
き
ざ
む
（
刻
Ｉ
昆
布
）
、
開
く
（開ｌ花）、くどく（口説’千話文）、おもふ（恩ふ人－君）、
こ
ほ
る
Ｌ
（
こ
ぼ
る
Ａ
１
泪
）
、
恩
ひ
き
る
（
お
も
ひ
切
鼠
後
）
、
聞
く
（
閏
Ｉ
歌
）
、
ふ
る
（
触
）
、
ひ
ね
る
（
捻
１
小
歌
一
ふ
し
）
、
待
つ
（侍－客、友）、ひろふ（拾ふ）、」
旧「㈹見る、かへす、あぞぶ、する（す）、きめ（ける）、う
る（責）、おこる（輿）、来る、見申す、いける（生）、なぐさむ、
間
ゑ
く
る
、
喰
ふ
、
こ
む
（
込
）
、
落
す
寄
集
ま
る
、
こ
ま
る
（
困
）
、
高
ふ、洗ふ、ぬけ巣つ、うみおとす、ぬく（抜）、やる、しむ（染）、
㈲
の
何
は
類
船
集
の
中
に
付
合
の
語
と
し
て
あ
る
も
の
で
、
動
詞
全
休
の
約
記％になる。日のｎは一般的な動詞である。旧の㈲は俳譜としての
一般的に用いられる動詞と高える。この日の伺いの用語中、追善独
吟
と
同
じ
く
す
る
も
の
「
消
ゆ
、
喰
ふ
、
呑
む
、
見
る
、
乗
る
、
出
る
、
侍
い
け
お
き
つ、生（置）、落す、啼く、はやる、一一一一口ふ、洗ふ、打つ、望む、申
す、（祈る）」等があり、動詞全体の約旧％にあたる。このことは
式目においての蕉風に合致する事と考えあわせて、俳譜における茶
ふ、洗ふ、ぬけ果つ、
い
さ
む
（
舅
）
、
ま
か
す
（任）、」
本的な語彙の性格の一面を示していると言える。このような俳譜に
おける基本的な語彙からはずれる㈹、日の㈹の用語が、「清十即つ
いぜん」の特色をあらわす語彙と一一一口えるのでなかろうか。それらの
語彙が「清十即ついぜん」において約引％にあたることは、「つい
ぜん」もの、「やつこはいかい」ものの特色を示していると言える
と考える。追善独吟の特異な語彙と思われるものは「群集する、に
ぎ
あ
ふ
、
（
灸
も
）
き
か
（
ざ
る
）
、
嗅
ぐ
継
ぎ
接
ぐ
崎
ろ
踊
り
ま
わ
る」等であるから、（追善独吟の動詞の４％）一層、特色は明らか
になる。しかし、「清十即ついぜん」の句作りの基本的態度としては、
俳譜の基本的用語を基においていると言える。東国語の特色を示す
接頭辞の靴音化された語をみても、靴音化された接頭辞をはずした
単語として見た場合その単語で、類船集にのっている単語は扣語に
およぶ。これは、接頭辞のついた形の単語の印％にあたる。例えば
「つつとぶ１飛、立春ｌ立、っっさかふ－栄、っんもる１漏、ぶん
の
ほ
る
Ｉ
登
ぶ
ん
の
ろ
１
契
、
か
ん
な
く
Ｉ
咄
」
等
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は、俳譜用語としての単語を接頭辞、靴音化させて川いている傾向
の強いことを示す。また、接頭辞および靴音化が中央語へ広がって
いく過程の一様相を示していろと考えられる。
次に形容詞と形容動詞についてであるが、
側
「
さ
む
つ
こ
き
型
ぬ
る
っ
こ
さ
清
水
す
っ
こ
ぎ
此
濁
椚
ひ
や
つ
こ
き
水
（
む
し
つ
こ
さ
）
」
旧うい、こいしいうれし（嬢Ｉあふ夜、文の返事）、寒き、
永き、てつかい名残おしい（名残おしいＩユ借）、なき（亡跡）、
と
う
と
い
（
尊
き
寺
）
、
」
ｐ「いそがしげにおぞやかないかなる、あだなるがいなご
5６
名詞には俳譜の場合、付合の中心的な語になると考えられろ。
俳譜の語檗数で名詞がもっとも多くなるのは短詩形であるほかに、
付合、式日が作る場合の制限となるからだと考えられる。だから、
俳譜の語葉の特色は名詞にあらわれるものと考えられる。その名
詞を⑩自然（天象、地形等）②動植物等、③食物道具等、側
封体病気等、⑤地名人名等、⑥建物類、、人間関係、⑧社会、文化
等、佃だの他、Ⅲ付合によって生じた語に整理し、類船集中にある
譜、ない語を区別して次に示す。（……線付した語は類船集中に見
えない語）
⑪自然（天象、地形等）
おなつ（夏）、空、短夜、星の親ぢの月、田、春風側こぶ（山）、
雪、日、地（の面）、夕月（夕の月）、夏のどうなか、月、雪の
朝、刈田（刈田の面）、つ人立、（立春）、山々（山）、沖、
旧の「ｊっこい」は岩波国語辞典によれば、「稿詞につけて形容
詞を作る」と説明しているが、そのような用例は兄あたらない。す
べて形容詞の「さむし、ぬるし、すし……」に「Ｉっこい」のつい
たものであり「寒、冷、酸、甘」等の語にのみついているところに
特色がある。このような「Ｉっこい」形の形容詞は追善独吟にはな
い。追善独吟の形容詞には「なし（なき）４語、うし（うき世）、
もろし、露けし（露けきふね）、す貰し（す賀しき肚界）、つめた
し、ながし（ながき夜）、さびし、くらし（くらき影灯寵）、うれ
し、深し、わるし（わるき大厄）、みじかし」がある。「消十即つ
いぜん」の回の形容詞と追善独吟のものは似かよっている。しか
し、その使用率は約列％である。「Ｉっこい」が汐％あり、促音化
による口語体の傾向を示している。
浜浦夜１樹酬ご脈（夜どおし）、露、雨、水、花、春、長雨、
秋、夕暮、花の香、
②動植物等
若竹、郭公、牛、柳、秋の螢、花、露の小草、草花、千鳥、鯲、
五位雛、園の鑓梅、鴬、松虫、海草、
⑧食物消具類
大酒（酒）、小車（車）、船、きんちゃく、尺八、せん刀、
伽羅、小船（舟）、玉簾、しも（紐）、ふんどし、夜食、焼立
の食、濁澗、昆布、初塩臓（鱈）、汁之味（汁）、
例
身
体
、
病
気
等
恋
の
や
ま
ふ
（
恋
、
や
ま
ひ
）
、
唐
瘡
（
唐
、
瘡
）
、
口
、
身
、
血
目
玉心の内（心）、どう腹（腹）、耳、ほでぶし（腕）、血腰、
な
だ
（
洞
）
、
そ
荷
（
頸
、
首
）
、
か
ば
ね
（
骸
）
、
⑤地名人名鞭、
清十郎（ぶし）、おなっ、河原の院、行平、あつもり、小六、さ
ほ姫、源、祇園、清水、奈良、日本、みしま（三嶋）、六条、きつ
つ坊、伊勢うら、都、
⑥建物類
かりや、海士の苫屋、宿、庭、茶や、
、人間および人間関係
し
ん
ぽ
ち
、
茶
や
の
か
Ｌ
、
御
門
徒
（
門
徒
宗
）
、
あ
を
が
う
せ
ん
の
会
花
の
番
（
花
番
）
、
友
、
た
わ
れ
女
、
ね
ぢ
り
ひ
げ
（
ね
ち
る
－
頬
髭
・
髭ｌゑぞ人）、百性、やつこ、客、君子、て上、思君、公家方、
うかれ女、うぢ子、
⑧社会、文化関係
雛歌（はやる１今様）、清十郎ぶし、学文、神楽笛、祭、でこ、
5７
ス
ス
ピ
ト
どろぼう（盗人）、かくぶしん、刀の鍛治、勝、文、塩汲の桶、評沈
歌、旅、月見、りうたつ、づくにう、政道、千詩文、ふる塚、引出
物、三味線、伽、小歌、神、まつり事、焼手、
⑨
そ
の
他
世
、
端
居
、
市
、
里
、
わ
ざ
、
こ
上
か
し
こ
、
比
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
、
き
せち、見せ、町並、神いのり、国名、参内、ならひ、傾城、ものが
た
り
、
髪
、
袖
の
め
り
（
ぬ
め
り
）
、
勅
命
、
八
重
九
重
、
音
骨
、
四
方
、
よ
そ
ほ
ひ
、
情
ぶ
り
、
な
げ
、
声
、
草
の
戸
（
草
１
戸
さ
し
）
、
哀
さ
、
あ
と
、
雨
の
祈
（
雨
を
祈
る
）
、
し
や
っ
つ
ら
（
面
）
、
不
儀
、
飢
鰹
、
是
、
や
つ
、
時
、
か
わ
ゆ
さ
、
形
見
、
音
、
折
、
内
、
さ
ま
、
心
、
参
官
、
代
、
川付合によって生じた語ＩＩＪについては一番最後に考察してみた
い。名
詞
川
語
中
、
類
船
集
に
あ
る
語
は
約
引
％
で
あ
る
。
類
船
渠
に
見
え
な
い、付合語として用いられない一般抽象名詞の「さま、是、時、
内、折…。：」等々の語を除けば、％は高くなる。このことは、「淌
十即ついぜん」の名詞においても助動詞、動詞の場合と同じように
一般的な俳譜用語の枠の内にあり、俳譜としての恭本的な用語の使
用を基盤にしていると一二向える。それだけに、その枠からはずれた語
に「清十即ついぜん」としての特色が見られると一両えるｃそれで、
特
色
の
あ
る
語
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
、
⑪
自
然
等
で
は
、
「
星
の
親
ぢ
、
地
こ
ぶ
（
夏
の
）
ど
う
な
か
夜
ひ
と
い
、
」
③
食
物
道
具
類
で
は
「
し
も
（
紐
）
ふ
ん
ど
し
、
焼
立
の
食
、
味
」
側
身
体
病
気
等
で
は
「
ど
う
腹
、
ほ
で
ぶ
し
、
血
目
玉
血
腰
な
だ
そ
首
」
、
人
間
関
係
で
は
「
あ
を
が
う
せ
ん
の
会
、
や
つ
こ
」
⑧
社
会
、
文
化
関
係
で
は
「
雛
歌
清
十
邸
ぷ
し
、
で
こ
、
ど
ろ
ぼ
う
り
う
た
つ
、
焼
手
」
側
そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
、
一
般
抽
象
名
詞
を
除
い
て
、
「
汁
骨
、
な
げ
し
や
つ
つ
ら
、
不
儀
や
つ
」
が
あ
る
。
この特色を示す語は名詞全休の約側％である。これらの語のうち
「星の親ぢ、地こぶほでぷし血目玉血腰なだ・・・…」の大部
の語は「やつこはいかい」の特色を示していろと言える。しかし
「清十即ついぜん」という「ついぜん」を示す特色のある語彙は見
あたらない。追善独吟の場合には、「西方浄土、雪仏、いまはの時、
う
き
壮
、
露
の
身
野
べ
、
本
な
み
だ
、
後
の
か
た
み
し
や
う
じ
料
理
、
五
条
の寺、蝉の声、とぶらひ、宇治の芝原、ねはん、出家、東福寺、焼香、金
堂、聖、後生ごと、野火、坊主、別れ、功徳の池、はちすの蓮台、
南
む
あ
み
だ
、
僧
、
さ
い
の
河
原
畔
お
く
り
、
観
世
音
、
死
病
、
追
善
か
ね
念
仏
、
う
れ
ひ
の
な
み
だ
、
遺
言
、
黄
泉
の
旅
、
沙
婆
、
ほ
う
け
経
う
ら
紺
の
月
と
ん
し
や
袖
の
露
死
骸
と
ん
せ
い
泉
涌
寺
、
釈
迦
骨
舎
利
禁
断
殺
生
戒
、
大
病
、
つ
み
、
新
発
意
、
仏
果
、
五
十
年
忌
涙
」
の語があり、名詞全体の弘％という高い使用率を示している。迫韓独
吟という特色をはっきり示していろ。追善独吟の名詞をもう少し抜
き出してみろと、「歌、からしあへ、扇の絵図、嵩撰、霞酒、お茶
の湯、ならの大仏、三鞭、金堂、双六、将棊、講施、遊行、花柳、
かぶき菩薩、胡蝶の戯、お銚子の酒、影灯寵、平家、内裏、神のつ
な
、
い
は
し
の
汁
、
二
階
住
、
か
い
餅
、
す
て
き
ね
（
捨
杵
）
、
大
鼓
、
那
郷
の
夢
知
行
柿
団
扇
、
繁
昌
」
等
、
「
清
十
即
つ
い
ぜ
ん
」
に
お
け
る
文
化
、
社
会
関
係
等
に
あ
た
る
名
詞
が
か
な
り
あ
る
。
そ
こ
で
追
善
独
吟
と
「清十即ついぜん」の文化、社会関係や食物、人間等の語で対比す－
ることのできるものを、対比してみろと「かい餅Ｉかく、豆腐」
「識渡Ｉ単文」「かぶき、遊行、花柳Ｉ傾城」「歌１小歌、雛歌、
りうたつ、づくにう」「お銚子の酒、霞酒１濁洲、大源」「お茶の湯Ｉお
才一がうせんの会」「夕顔、算撰Ｉ行平、あつもり、さほ姫」「いはしの味
5８－
こ
の
く
「
此
句
は
、
心
程
こ
と
ば
は
よ
く
わ
た
ら
な
ひ
け
れ
ど
坐
も
、
か
の
つ
ら
ゆ
い
ふ
お
と
と
ぢ
よ
きと一五男がはきいだせし歌の序一一「小町と云めらふが歌は、なよ／
初蛎鱈の汁之味」「大鼓１太鼓」「神のっな－抑祈り」「知行Ｉ政
遮、まつり事」「内一墨ｌ勅命」「繁口早Ｉ飢鯉、っっさかふ代」「新
発意ｌしんぽち」「公家－公家方」「野ぶし、山伏びんぼうな武
士
！
や
っ
と
、
ね
じ
り
ひ
げ
」
（
「
」
ｌ
「
」
は
追
善
独
吟
Ｉ
清
十
即
つ
いぜん）等がある。この対比から、これらの世俗的な語蕊は俳譜に
おいて一般に用いられていたことを示す。このことから、「清十郷
ついぜん」の特色はなへんにあるかを考える時、「やっとはいか
い」の特色は「やつこ用語」の語梨に「やつこ」独特の隠語的な語
彙
が
あ
る
の
で
な
く
、
「
山
」
を
「
地
こ
ぷ
」
と
い
う
よ
う
な
「
や
つ
と
」
独
特の発想による隠語的な用い方にあるように考えられる。（「むさし」
を「さむつこき」というのも同じである。）、また、追善ものとし
ての特色は追善狐吟のように顕著ではない点から考えて、「清十即
は
か
ついぜん」肋蝋色はい循十即がいもせの中とぶらひ士まふ。ま一しと
ぜ
ん
レ
ト
、
み
う
き
立
た
る
御
句
作
り
は
、
う
つ
く
し
き
玉
川
主
膳
が
、
ま
ひ
あ
ふ
ぎ
つ
け
の表裏なく、こまかなる付ヶはだへは、おなつ女郎に》てふ心ちに同
じ」（註６〕と一一一向う点にあると考えられる。つまり付合にあると考
えられる。その「付ヶはだへ」は句の評語の中に説明されている。
「清十即ついぜん」の付合は、
１、苦竹だ世に嚇歌や清十即ぶし
な
み
だ
「鬼のちめ玉にも泪とはよくゆったもさ・やっこの口でやさしく
と
し
よ
・
っ
た
い
い
．
も俳譜を、清十郎が年も若竹の、世の歌のふしに一玄かけ、かれが妻
ま
き
夫
の
な
れ
の
は
て
←
と
、
事
あ
は
れ
に
も
と
ぶ
ら
ふ
百
ゐ
ん
の
巻
が
し
ら
を
、
が
いにおもしろふ、いけぎもにひっちみて、棒を二本ひんなぐり申允」
２
お
な
つ
の
空
に
ほ
ゆ
る
郭
公
以上語葉の総体として、世話に用いられる用語が教多く見られる
点に特色があり、それが取材の自由さを示しているが、それに当然の
、とよむ。女の歌なればなり」と、ほぢやくを、おなつ女良に秘ん
じて、すこしはほのじて、点をかけたちゃ。」
み
じ
か
よ
す
み
５短夜に星の親ぢの月澄てなが
め
ぼ
し
「時鳥ちほゆるかたを詠やれば星のおやぢの月ぞ残れる」と、く
せ物の歌によくあひました。」
というように評語中に説明されている。評のついてない句も多く
あり、「付ヶはだへ」の難解なものも多い。しかし、｜句と二句で
は「清十郎ぷし」に「おなつ」いもせ鳥（郭公上（お夏濡十帥）、
二句と一一一句では「郭公」に「短夜の月」（短夜の郭公）、一一一句と四
句では「短夜の月（見）」に『端居の酌酒」（月見の酒）、四句以
後では「酌酒」に「市のかりや」（市に酌酒）「市のかりや」に
「牛を引く」（牛の市）、「牛を引く」に「田をかす」（田かへす
牛）、「田かへす」に「さむつこき里」（里の田・里田）「さむつこ
き里」に「地こぶ（山）の雪」（山里）、「地こぶの雪」に「柳が
か
げ
か
げ
陰」（こぶ柳）（山陰）「柳が陰」に「夕月」（月かげ）、「夕月」に「秋の螢」
（秋の夕）（夕の螢）……と百韻がつづくが、紙幅の関係で次回に
ゆずりたい。ただ付合から生じる名詞、「お夏清十郎」「牛市」
「山里」「こぶ柳」等の語を二一一一示すと「新発意太鼓、おかく
（
豆
腐
）
、
三
嶋
暦
、
友
千
鳥
百
性
つ
ら
恋
の
焼
手
、
虫
の
（
ね
ぢ
り
）
つ
か
ひ
げ
、
汗
水
昆
布
の
耳
く
ど
き
千
話
文
、
刀
の
塚
（
柄
）
、
伽
羅
公
家
」
がある。名詞の付合には「やつこはいかい」としての発想によるも
の、「虫のひげ」（やつこ）などというものもあるが、大体におい
て、「三嶋暦、新発意太鼓」のような世話にあるもの、連歌でも用
いられるようなものの発想にもとづくものが多い。しかし、追善独
吟
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
き
わ
だ
っ
た
つ
い
ぜ
ん
用
語
は
見
ら
れ
な
い
。
5９
ことながら、連歌的用語が用いられている点にも特色がある。追善独
吟のような追善的な用語が大変数少ないけれども、「やつこはいか
い」としての奴詞が数多く見られるところに特色がある。ただ、
「清十郎ついぜんやつこはいかい」も「貝おほひ」の成立が奴詞に刺
戟されてなされたのと同じように、奴詞の流行に刺戟されてできた
きらいが強く、雑兵物語の語蕊と性格を異にする点が大きいのも、
俳譜というだけでなく、作者の教養のみならず本質的な違いによる
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
可
徳
は
江
戸
の
人
で
あ
り
、
奴
詞
に
は
通
じ
て
い
ただろうが、奴詞を平常の言葉に使用していた人と考えられなく、
流
行
語
と
流
行
「
は
い
か
い
」
に
刺
戟
さ
れ
て
「
清
十
即
つ
い
ぜ
ん
」
を
、
作
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
「
や
つ
こ
は
い
か
い
」
お
よ
び
奴
詞
の
の
一
つ
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
が
、
「
清
十
即
つ
い
ぜ
ん
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
奴
詞
と
考
え
ら
れ
る
用
語
を
奴
な
る
者
が
、
Ⅲ
常
つ
か
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
は
疑
問
が
残
る
。
武
江
年
表
承
応
三
年
に
紹
介
されている山中源左衛門の辞世の句に、「わんざくれふんばるくい
か
け
ふ
ば
か
り
あ
す
は
か
ら
す
が
か
つ
か
じ
る
く
い
」
と
あ
る
が
、
こ
の
句
の
荒々しい発想・用語と比較しても、異質なものを感じるのである。
以
上
稚
拙
な
発
表
で
あ
る
が
ご
叱
正
を
願
い
た
い
。
註１「承応から延宝にかけて主として江戸で流行した奴俳諮も注
ｕすべきものがある。奴とは当時市中を潤歩した男伊達をいい、彼
等の特殊な武張った用語を奴詞といい、その奴詞を以て賦した連句
を奴俳譜というのである。「清十即追善やつこはいかい」はその代
表的なものである。一般に用語の奇抜と取材の自由は驚くべきもの
でその点談林俳譜に一脈相通ずろものがある。」（古典俳文大糸Ｉ、
貞門俳譜集一、十二頁１１集英社）
註２「やつこ俳詰」に「玉河主膳もし（文字力）清十郎を舞ひ、
廟
の
名
残
あ
る
に
一
座
の
勘
三
郎
名
を
得
た
「
新
発
意
太
鼓
」
云
云
。
主
膳
は中村座にありし事、又お夏清十郎の唄を舞に演じたる事を知るべ
し。……」（歌舞伎年表、第一巻、寛文七年、九八頁岩波書店）
註
５
連
歌
俳
譜
集
八
二
頁
小
学
館
証
４
〃
注
５
〃
八
三
瓦
〃
註
６
「
消
十
即
つ
い
ぜ
ん
や
っ
こ
は
い
か
い
」
（金沢二水高等学校）
6０
